
TOPICSTOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
秋
開

始
接
種
が
9
月
20
日
㈬
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

対
象
　
初
回
接
種
を
終
了
し
た
生
後
６
カ

月
以
上
の
す
べ
て
の
か
た  

接
種
間
隔
　
最
終
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら

３
カ
月
経
過
後  

接
種
回
数
　 

1
人
1
回 

接
種
券
に
つ
い
て

【
65
歳
以
上
の
か
た・基
礎
疾
患
を
有
す
る

か
た
】令
和
5
年
春
開
始
接
種
を
受
け
た

か
た
へ
、９
月
上
旬
か
ら
順
次
発
送

※
春
開
始
接
種
を
受
け
な
か
っ
た
か
た

は
、す
で
に
送
付
し
た
接
種
券（
紫
色
の
封

筒
）が
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。新
た
な

接
種
券
は
発
送
し
ま
せ
ん
。

【
生
後
６
カ
月
～
64
歳
の
か
た
】初
回
接
種

終
了
者
へ
、９
月
下
旬
か
ら
順
次
発
送 

使
用
ワ
ク
チ
ン
　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株　
Ｘ
Ｂ

Ｂ
．
1
．
5
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン

お
よ
び
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ
ン
） 

予
約
方
法
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

の
上
、
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
、
専
用
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
予
約
相
談
窓

口
、
各
公
民
館
予
約
支

援
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
申
し
込
み

　
な
お
、
令
和
6
年
1
月
か
ら
は
、
埼

玉
県
収
入
証
紙
が
廃
止
さ
れ
、
原
則
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
国
の
手
数
料
の
支
払
い
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
現
金
で
収
入
印
紙

を
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
を
除
く
）

※
木
曜
日
は
午
後
6
時
30
分
ま
で

【
岡
部
公
民
館
・
川
本
総
合
支
所
・
花
園

公
民
館
】
9
月
29
日
㈮
ま
で
の
、
午
前
9

時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
4
時
30
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（『
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
支
援
窓
口
』・『
地
域
通
貨

ネ
ギ
ー
×
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
』
で
検

索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
手
数
料
の
一
部
で

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
可
能
に
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　
深
谷
市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
２
‐
５
７
７
０
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
受
け
付
け
は

９
月
末
に
終
了
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
や
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
＝
総
務
省
（
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
（
う
０
１
２
０
‐
９
５
‐
０
１
７
８
）、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
支
援
コ
ー
ナ
ー
に

つ
い
て
＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
室
（
う
５
７
４
‐
８
５
６
３
）、
ネ
ギ
ー
支
援
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い

て
＝
産
業
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
（
う
５
７
７
‐
３
８
１
９
）

　
10
月
2
日
㈪
（
予
定
）
か
ら
、
パ
ス

ポ
ー
ト
発
給
手
数
料
の
う
ち
、
埼
玉
県

収
入
証
紙
に
よ
り
支
払
う
県
の
手
数
料

（
２
，
０
０
０
円
）
に
つい
て
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
電
子
マ

ネ
ー
、
コ
ー
ド
決
済
）
で
の
支
払
い
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
期
限
は
令
和
５

年
９
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
に

支
援
が
必
要
な
か
た
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
申
し
込
み
・
地
域
通
貨
ネ
ギ
ー
手
続
き

の
支
援
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　
令
和
5
年
２
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
し
た
か
た

支
援
窓
口

【
本
庁
舎
】
9
月
29
日
㈮
ま
で
の
午
前
9

時
～
午
後
4
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝

募
集
期
間　
10
月
2
日
㈪
～
16
日
㈪
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
く
）
※
電
子
申
請
は
10

月
2
日
㈪
午
前
0
時
～
16
日
㈪
午
後
11

時
59
分

入
園
資
格
　
市
内
に
住
所
が
あ
る
か
た

▪
３
歳
児
＝
令
和
２
年
４
月
２
日
～
令

和
3
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児

▪
４
歳
児
＝
平
成
31
年
４
月
２
日
～
令

和
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児

▪
５
歳
児
＝
平
成
30
年
４
月
２
日
～
平

成
31
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児

申
し
込
み　
電
子
申
請
（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
）

か
ら
申
し
込
み
、
ま
た

は
入
園
願
書
を
直
接
各

幼
稚
園
へ
提
出

※
入
園
願
書
は
、
各
幼
稚
園
ま
た
は
教

育
総
務
課
で
配
布
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

そ
の
他　
入
園
は
、
原
則
、
小
学
校
の

通
学
区
域
に
準
じ
ま
す
。

▪
明
戸
・
幡
羅
・
常
盤
小
学
校
区
域
➡

深
谷
東
幼
稚
園

▪
上
柴
西
・
上
柴
東
小
学
校
区
域
➡
上

柴
西
幼
稚
園

▪
岡
部
・
榛
沢
・
本
郷
・
岡
部
西
小
学

校
区
域
➡
お
か
べ
幼
稚
園

▪
小
学
校
の
学
区
内
に
幼
稚
園
が
な
い

か
た
➡
保
護
者
の
送
迎
可
能
な
幼
稚
園

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
園
児
募
集
に
つ
い
て

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
深
谷
市
立
幼
稚
園
園
児
募
集

問
い
合
わ
せ　
教
育
総
務
課
（
う
５
７
４
‐
５
８
１
１
）

募集人数（7月現在）＊深谷東幼稚園のみ各年齢2クラス人数

幼稚園名 電話 クラス年齢（1クラスあたりの募集定員）
3歳児（20人） 4歳児（25人） 5歳児（30人）

深 谷 幼 稚 園 571‐0948 20人 13人 16人
深谷西幼稚園 571‐2786 20人 15人 17人
桜ケ丘幼稚園 571‐2788 20人  8人 11人
藤 沢 幼 稚 園 571‐5600 20人 15人 21人
上柴西幼稚園 573‐5240 20人  11人  4人
深谷東幼稚園 501‐2738 40人＊  3人＊ 19人＊
おかべ幼稚園 585‐4190 20人  6人  5人
3歳児の申し込みが10人に満たない場合、その学級は編成しません。 ▲市ホームページ

▲電子申請

　
深
谷
市
は
、
令
和
５
年
5
月
に
国
か

ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
さ
ら
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
選

ぶ
投
票
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
合
計

６
３
５
８
票
の
投
票
が
あ
り
ま
し
た
。

　
投
票
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

最
も
多
く
の
投

票
を
い
た
だ
い
た
デ
ザ
イ
ン
を
、『
深

谷
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
ロ
ゴ
マ
ー

ク
』
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
う

え
で
渋
沢
栄
一
翁
の
理
念
や
功
績
を
大

切
に
し
て
お

り
、
今
後
、
深

谷
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
り
組
み

を
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ

か
、
企
業
や
団

体
に
使
用
し
て

い
た
だ
き
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

深
谷
市
Ｓエ

ス

Ｄデ
ィ

Ｇジ
ー

ｓズ

未
来
都
市
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

問
い
合
わ
せ　
企
画
課
（
う
５
７
４
‐
８
０
９
６
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
情
報

問
い
合
わ
せ　
深
谷
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
う
０
５
７
０

‐
０
０
３
０
６
５
）月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▲市ホームページ

『
技わ
ざ
活か
つ
冊
子
』
が
で
き
ま
し
た
！

さ
ま
ざ
ま
な
技
人
を
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
協
働
推
進
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
８
）

　
技
活
と
は
、市
内
で
技
術
や
知
識
を

持
っ
た『
技わ

ざ

人び
と

』を
紹
介
す
る
事
業
で
す
。

『
健
康・福
祉
』『
音
楽
』『
絵
画・イ
ラ
ス

ト
』な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
か
た
が

登
録
し
て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
が

で
き
る
か
た
も
紹
介
で
き
ま
す
。

　
講
師
選
び
で
お
悩
み
の
か
た
や
、新

た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
考
え
て
い
る
か
た

は
、ぜ
ひ
技
人
を
活
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
技
活
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
の
対
象

と
な
る
可
能
性
の
あ
る
世
帯
に
、
7
月

中
旬
に
確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
か
た
は
、
確

認
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
10
月
13

日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
か
た

は
、
市
に
税
情
報
が
な
い
た
め
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
で
あ
っ
て
も
確
認
書
は

郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
。
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
『
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
』

給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

問
い
合
わ
せ　
福
祉
政
策
課 

給
付
金
担
当
（
う
５
７
１
‐
１
２
１
１
（
内
線
７
０
２
８
）
） ▲市ホームページ ▲深谷市SDGｓ未来都市ロゴマーク
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TOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします

　私は深谷市の健康講座やウォーキング教室等、積極的に参加

し、健康寿命の向上を心掛けております。

　夕方の都合の良い時間に散歩しておりましたが、十年程前の

ある日、中学生達の下校時にバッタリ逢うことがありました。 

「そうだ！この時間にこのコース」と思い、それ以後、ずっと

時間とコースを守り、子供達とあいさつを交わしております。

　子供達も私の事を覚えてくれて、大きな声で「こんにちは」

とあいさつをしてくれるようになりました。 

　私自身も若返ったような日々です。 

　子供達の「こんにちはにありがとう」

岡部　大
お お

坪
つ ぼ

　千
ち

惠
え

子
こ

 さん

散歩時の中学生達へ
一般の部

　こんにちは。私は、深谷市に住んでいる福田日瑚です。 

　私のまわりには、優しい人がたくさんいます。そん

な深谷市に住んでいることを誇りに思っています。栄

一翁もこのように人々に優しく接してくださっていた

のかなと時折感じることがあります。その栄一翁のま

ごころが、きっと私たちに受け継がれてきていると思

います。また、栄一翁の勤勉さは、自分も見習わなく

てはいけないところです。栄一翁が残してくださった

どんなことにでもチャレンジする精神を受け継ぎ、よ

り良い深谷を創りたいです。

花園中学校2年（現3年）　福
ふ く

田
だ

　日
に

瑚
こ

 さん

中学生の部
栄一翁へ

優秀賞 栄一翁賞

深谷市長

小島　進

栄
一
翁
ゆ
か
り
の
地
で

ラ
ジ
オ
出
演

　
先
日
、「
渋
沢
栄
一
翁
の
出
身
地
の
市

長
と
し
て
、番
組
に
出
演
し
て
欲
し
い
。」

と
オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ
き
、
東
海
ラ
ジ

オ
の
番
組
に
出
演
し
て
き
ま
し
た
。
番

組
名
は
、
そ
の
名
も
『
渋
沢
栄
一
塾
』。

　
渋
沢
史
料
館
の
井い

の

上う
え

顧
問
や
、
近
代

経
済
史
が
専
門
の
慶
応
義
塾
大
学
橋は

し

口ぐ
ち

教
授
な
ど
、
そ
う
そ
う
た
る
出
演
者
が

栄
一
翁
に
つ
い
て
真
剣
に
語
る
、
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
番
組
で
す
。

　
収
録
会
場
は
、
三
重
県
四
日
市
市
に

あ
る
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
『
伝で

ん

七し
ち

邸て
い

』
で
す
。
伝
七
邸
は
、
こ
の
番
組
の

ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
東
洋
紡
㈱
の
前
身

の
会
社
（
三
重
紡
績
）
を
設
立
し
た
、

伊い

藤と
う

伝で
ん

七し
ち

氏
の
別
邸
だ
っ
た
建
物
で
す
。

　
栄
一
翁
は
、
三
重
紡
績
の
設
立
や
、

東
洋
紡
㈱
の
発
足
に
深
く
関
わ
っ
て
お

り
、
こ
の
『
伝
七
邸
』
に
も
出
向
い
て
、

伊
藤
伝
七
氏
と
紡
績
業
の
未
来
な
ど
に

つ
い
て
、
議
論
を
重
ね
た
そ
う
で
す
。

　
番
組
の
収
録
で
は
、
栄
一
翁
が
毎
年

最
初
に
、
血
洗
島
の
獅
子
舞
を
予
定
に

入
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
栄
一
翁
の
ふ

る
さ
と
へ
の
想お

も

い
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、私
が
政
治
の
世
界
に
入
っ
た
き
っ

か
け
や
、市
政
の
か
じ
取
り
に
お
い
て
、

決
断
が
必
要
な
時
は
、『
栄
一
翁
だ
っ
た

ら
、
ど
う
判
断
す
る
の
だ
ろ
う
か
』
と

自
問
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
栄
一
翁
の
命
日
に

合
わ
せ
、
栄
一
翁
に
縁
の
深
い
東
京
商

工
会
議
所
と
連
携
し
、
東
京
タ
ワ
ー
や

J
R
深
谷
駅
、
駅
前
の
銅
像
を
藍
色
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
取
り
組
み
を

紹
介
し
、「
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
全

国
に
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
興
味
の
あ
る
か
た
は
、『
渋
沢
栄
一

塾
』
で
検
索
い
た
だ
き
ま
す
と
、
映
像

や
音
声
デ
ー
タ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
栄
一
翁
の
縁
を
大
切

に
、
積
極
的
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
努

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

の
請
求
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、公
的

年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額

が一定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、年
金
に
上
乗
せ

し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。受
け
取
り

に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

対
象
者

▪
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

６
５
歳
以
上
で
、世
帯
全
員
の
市
町
村
民

税
が
非
課
税
か
つ
年
金
収
入
額
と
そ
の

他
所
得
額
の
合
計
が
約
８
８
万
円
以
下

の
か
た
。

▪
障
害
基
礎
年
金・遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
て
前
年
の
所
得
額
が
約

４
７
２
万
円
以
下
の
か
た
。

受
け
取
り
の
対
象
に
な
る
か
た
に
は
、日

本
年
金
機
構
か
ら
９
月
以
降
、順
次
、お

知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、令
和
６
年

１
月
４
日（
木
）ま
で
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。な
お
請
求
は
期
限
を
待
た
ず
お
早

め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

『
わ
た
し
と
み
ん
な
の
年
金
ポ
ー
タ
ル
』

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
厚
生
労
働
省
で
は
、年
金
に
つ
い
て
知

り
た
い
こ
と
が
す
ぐ
に
探
せ
る
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト「
わ
た
し
と
み
ん
な
の
年
金
ポ
ー

タ
ル
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
『
わ
た
し
と
み
ん
な
の
年
金
ポ
ー
タ

ル
』は
、ご
自
身
の
年
金
に
つ
い
て
ち
ょっ

と
知
り
た
い
方
や
、こ
れ
か
ら
手
続
き
す

る
方
な
ど
が
、ライ
フイ
ベ
ン
ト
や
ト
ピ
ッ

ク
ス
に
合
わ
せ
て
年
金
の
情
報
を
探
す

こ
と
が
で
き
る
ポ
ー
タ
ル
サイ
ト
で
す
。

　
ま
た
、厚
生
労
働
省
や
日
本
年
金
機

構
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
た
年
金
に
関
す

る
情
報
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、年
金
の

仕
組
み
や
手
続
き
に
つい
て
調
べ
る
た
め

の
入
口
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
利
用
の
際
は
、『
わ
た
し
と
み
ん
な
の

年
金
ポ
ー
タ
ル
』で
検

索
、ま
た
は
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ　
熊
谷
年
金
事
務
所
（
う
５
２
２
‐
５
０
１
２
） 

保
険
年
金
課
（
う
５
６
８
‐
５
０
０
１
）

①講座『福
ふ く

澤
ざ わ

諭
ゆ

吉
き ち

と一万円札』
とき・ところ　10月22日㈰午後1
時30分～3時・八基公民館会議室
講師　都

と

倉
くら

武
たけ

之
ゆき

氏（福澤諭吉記念
慶応義塾史展示館副館長）
②講座『渋沢栄一と紙幣・貨幣』
とき・ところ　10月29日㈰午後1
時30分～3時・八基公民館会議室
講師　桑

くわ

原
ばら

功
こう

一
いち

氏（渋沢史料館館
長）
③講座『紙幣にまつわるあれこれ』
とき・ところ　12月2日㈯午後１

時30分～3時・八基公民館会議室
講師　お札と切手の博物館学芸員

【バスツアー】(講座受講者のう
ち先着40人) 
とき・ところ　12月13日㈬午前
8時～午後6時・福澤諭吉記念慶
応義塾史展示館ほか
※別途5,000円（バス・食事代を
含む）を後日集金します
※申し込み方法など詳しくは、
講座参加者にご案内します。

栄一翁をより深く広く学ぶ連続講座『栄一塾』『栄一塾』
対象　①～③の全講座に参加可能なかた　定員　先着50人　
参加料　1,000円
申し込み　9月4日㈪～ 15日㈮（平日午前9時～午後5時）に参加料
を添えて問い合わせ先へ

とき　4キロコース＝9月16日㈯・21
日㈭・ 10月12日㈭・11月25日㈯・12
月16日㈯・令和6年3月16日㈯午前9
時20分～午後0時30分、2キロコース
＝ 10月28日㈯・11月14日㈫午前10
時～午後0時30分　※雨天中止
集合場所　４キロコース＝尾

お

高
だ か

惇
じゅん

忠
ちゅう

生家、２キロコース＝渋沢栄一記念館
定員　各日10人※団体（10人～20人）
の場合は要相談
参加料　１回200円（保険料を含む・
当日集金）
申し込み　各開催日の2日前（団体は
1カ月前）までに問い合わせ先へ

ボランティアガイドと栄一翁の
生誕地周辺を散策！
『論語の里まち歩きツアー』『論語の里まち歩きツアー』

問い合わせ　渋沢栄一記念館（う587-1100）

渋沢栄一翁を知ろう！渋沢栄一記念館からのお知らせ渋沢栄一翁を知ろう！渋沢栄一記念館からのお知らせ
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